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復興支援　被災地の小中学校へアーティストを派遣

美術研修「大地の芸術祭を訪ねて」
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北野財団では、復興支援活動の一環として、被災地の小中学校へプロの声楽家やメディアアーティストを派遣しています。

昨年までは2011年3月に発生した東日本大震災の被災地である福島県いわき市と宮城県気仙沼市にアーティストを派遣し

ていましたが、本年度はそれらに加えて2016年4月に熊本地震に見舞われ、甚大な被害を受けた熊本県上益城郡益城町にア

ーティストを派遣しました。

被災地の小中学校へ
声楽家・メディアアーティストを派遣！

声楽家派遣

復興支援

　6月7日にいわき市立入遠野小学校で声楽家派遣を行いまし
た。山間の空気の澄んださわやかな風が通り抜け、小鳥のさえず
りが聞こえてくるとても静かな環境に学校はありました。今回は、
ソプラノ荒牧小百合さん、バリトン原田勇雅さん、ピアノ矢野里奈
さんの3名で演奏しました。全校児童56名が音楽室で待ってい
る中、はじめに原田さんが「オ ソーレ ミオ」 を歌うと、その声量
に児童だけでなく先生方も圧倒されていました。また荒牧さんの
きれいな高い声に感動し、子どもたちは「どうしたらそんな声が出
せるのだろう」と不思議がっていました。最後に「さんぽ」を全員

合唱し、子どもたちと一緒に楽しく歌いました。
　翌6月8日は、全校児童156名が体育館で待つ上遠野小学校
で行いました。原田さんの歌う「魔王」では、曲の中に出てくる3
人の声が聞き分けられるか、みんな真剣に聴いていました。「パパ
パの二重奏」では、荒牧さんと原田さんが児童たちの中を通り抜
けながら歌い、子供たちも楽しんで聴いていました。最後に「ひま
わりの約束」を全員で歌いました。児童代表から感謝の言葉をい
ただき、校長先生からも「プロの歌を間近で聴くことができて大
変感動した」との言葉をいただきました。

福島県いわき市

入遠野小学校での全員合唱「さんぽ」 「パパパの二重奏」を歌う荒牧さんと原田さん

　9月7日は、気仙沼市立小泉小学校で声楽家派遣を行いま
した。
　ソプラノ鵜木絵里さん、バリトン青山　貴さん、ピアノ矢野里
奈さんの3名で9曲を演奏しました。児童に語りかけるように曲
紹介や歌の内容を説明されました。また、青山さんが「闘牛士の
歌」を児童の列の中に入りながら歌い、一番の盛り上がりを見せ
ていました。一曲目が終わった時点でピアノの鍵盤の一つが上が
らないというハプニングがありましたが、調律師がピアノを開け
て5、6分で直してくださり、無事に続けることができました。好奇
心旺盛な児童たちは、ピアノ内部を見ることができて大喜びでし
た。最後の全員合唱では、「遠くを見て歌う」「大切な人や友達の
事を思って歌う」などの指導があり、その後は一段と上手に歌え
るようになりました。児童たちは、9月15日の「TBC子供音楽コ
ンクール宮城大会」にエントリーしており、プログラム終了後も
早速、合唱練習をしていました。

　小学校周辺では、復興工事が行われており、大きく高い護岸壁
が出来つつあります。また、道路も高い位置に敷設しており陸橋
などが作られています。復興は道半ばのようですが、着実に進ん
でいました。

宮城県気仙沼市

青山さんと一緒に楽しく歌う児童静かに聞き入る児童たち
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　当財団では、小中学生のためのワークショップ「手書きのおど
ろき盤とデジタルカメラを使ってプラクシノスコープを作ろう！」を
実施しています。映像装置の起源となる2つの装置を制作するこ
とで、過去のテクノロジーがいかに現在に繋がっているかを体験
しながら学びます。

　訪問先の学校では、子どもたちは「すごい！」「おどろいた！」と
感嘆の声をあげて、過去に発明された映像装置を自ら作り、鑑賞
して楽しんでいました。子どもたちがこのワークショップを通して、
少しでも美術や映像、科学の面白さ、楽しさ、奥深さを感じて興味
を持ってくれたら良いと思っています。

メディアアーティスト派遣

どちらの学校も仮設住宅から通っている生徒が多くおり、復興にはまだ時間が掛かるようですが、
復興に向けて一歩ずつ前進している明るく元気な姿が印象的でした。

いわき市、気仙沼市、益城町へは図書寄贈も行っており、これら財団の活動が子どもたちに、本物に触れるよろこびや感動、発想力・ひらめき、
また豊かな人間性そして確かな学力が育まれることを願って、これからも様 な々支援活動を行っていきます。

木山中学校　生徒感想

生徒から感想をいただきましたので一部抜粋して掲載します。

　9月21日、まず訪れたのは広安小学校です。5年生約105名が音
楽室に集まりました。始める前から歌を口ずさむ元気のよい子ども
たちでしたが、ソプラノ荒牧小百合さん、テノール土崎譲さんの演奏
が始まると全員じっと静かに聞き入り、サウンドオブミュージックで
は一緒に歌うなど、とても楽しんでいる様子でした。また、津島圭佑

さんの素晴らしいピア
ノ演奏を目の当たりに
して、目を丸くして驚い
ていました。校長先生
はじめ先生方も感動
してくださり、ぜひまた
お願いしたいとおっし
ゃっておられました。

　次に訪れたのは木山
中学校です。校舎をつな
ぐ渡り廊下が地震によ
って崩落してしまい、一
つは先月完成したもの
の、もう一つは建設中で
した。こちらの学校では
近々、合唱コンクールが開催されるとのことで昼休みには、各クラ
スで熱心に合唱練習をしていました。体育館で全校生徒を対象に
開催された演奏会では、素晴らしい歌声とピアノ演奏に真剣に耳
を傾けていました。また全員合唱「旅立ちの日に」は、とても気持ち
がこもっており、声も出ていて鳥肌が立つほど感動しました。校長
先生も「こんなに上手く歌えるとは」と、驚いていらっしゃいました。

熊本県上益城郡益城町

児童を前に素晴らしい歌声を披露

全員合唱「旅立ちの日に」を披露する生徒たち

■おどろき盤（フェナキスチスコープ）は、1830年代に発明された古い装置。
型紙の円盤に順を追って絵を書き込み、回転させ鏡に映し、スリットから鏡を
見ることで、電気も使わないアニメーション装置を完成させます。使い方などを
考える時間を与え、工夫やアイディアが詰まった装置であることを体感します。

■プラクシノスコープは、おどろき盤のあとに発明されました。デジタルカメラ
とプリンターを使うことで、絵の巧さではなく、アイディアの面白さや計画のた
て方、指示の出し方、そして映像の原理を楽しみながら学ぶことができます。

ワークショップ実施校

講師：橋本典久さん　アーティスト　
　　   明治大学総合数理学部特任講師　武蔵野美術大学映像学科非常勤講師

2018年7月18日
気仙沼市立階上小学校

写真上手く撮れてるかな

2018年7月6日　
いわき市立田人小中学校

校長先生も興味深々おどろき盤の説明をする橋本講師

2018年9月7日　
益城町立津森小学校

2018年9月7日　
益城町立津森小学校

おどろき盤制作に取り組む子ども達

■復興支援という事で「花は咲く」「旅立ちの日に」を歌ってくださり本
当に勇気をもらいました。合唱の練習、日々の生活、復興へ向けての活動、
それらをするとき何か辛いことや目標を見失った時は、東京からわざわざ
来てくださった方々の演奏や歌を思い出し、自分たちには応援してくださ
る方がいるということを常に忘れず、心の支えにしていきたいと思います。

■「すごい！」の言葉しかでません。私は歌が好きなので、あの素晴らしい
声はどこから出ているのだろうと不思議に思い、興味津々で聴いていまし
た。お忙しい中、私たちのために素晴らしい歌・ピアノを披露していただき
感謝の気持ちでいっぱいです。

■みんなで歌った「旅立ちの日に」が心に残っています。合唱コンクール
前ということもあり、学校全体が一つの絆で結ばれた感じがしました。
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2018年8月23日㈭～ 24日㈮
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Ｎ　�どうして家を彫ってみようと思われたのですか。

Ｋ　�地域には人の住まなくなった家がたくさんありまし
た。住まなくても雪下ろしをしないと家はつぶれて
しまいます。この廃屋を使って何かしたい。一人です
るのではなく、学生たちも巻き込んで、多くの人が携
わって、地域とコミュニケーションをとりながらできる
ことは何だろうかと考えました。

Ｎ　�「脱皮する家」というタイトルは最初から決めていま
したか。

Ｋ　�いいえ。プランの段階では「家を彫る」で出していま
した。彫ることによってたくさんの人が来て、新しく生
まれ変わる。彫り手の僕たちも、家も、まさに脱皮して
いる感じでしたので、いくつかの案の中から「脱皮す
る家」となりました。

Ｎ　�家の中全てを彫りあげる、大変な仕事量ですね。

Ｋ　�あまり苦労したとか見せたくないのですが、本当に大
変でした。とても彫れるような家ではなく、半年間の
片付けに始まり、基礎もやり直しました。学生たちと
ほとんど毎週末通っておよそ２年間彫り続け、会期
初日朝にようやく彫りあがりました。

Ｎ　�削り取っているようでいながら、苦労を刻み込んだと
いう感じですね。

Ｋ　�時も刻み込みました。初めは地域の人に距離をおか
れました。東京から来た変な若者たちが何故か家を
彫っていると。挨拶をかわしたり、お手伝いをしたりす
るうちにお母さんたちがご飯を作ってきてくれるように
なって、今ではあたたかく迎えいれてもらっています。

Ｎ　�暮らしたことはないですけれど、古い日本の家にいる
とほっとしますね。「脱皮する家」は本当に素晴らしい
お仕事でした。お疲れ様でした。

Ｋ　�生きて暮らしている生活の場に美術（アート）が下り
てくる感覚を大切にしたいです。アートをやりながら
棚田も作り続けていくつもりです。トリエンナーレ以
外の期間も見学できます。これから秋の棚田もいい
ですよ。

移動のバスの中で、
沼辺先生と鞍掛先生に
お話しいただきました。
（以下Ｎは沼辺先生、Ｋは鞍掛先生）

�

� �

�

�

1奴奈川キャンパス　廃校を活用して地域の生活を学ぶユニークな学校。キャン
パス内外には作品も展示されている。　2鞍掛純一《はなしるべ》2018年　34
マ・ヤンソン／MADアーキテクツ《ライトケーブ》2018年　観光名所「清津峡」
トンネルの絶景を望む見晴所の作品。清津峡の景観を反転して映す『水盤鏡』の
幻想的な眺めが大人気！　5金氏徹平《SF Summer Fiction》2018年　6星
峠の棚田　7草間彌生《花咲ける妻有》2003年　8イリヤ＆エミリア・カバコ
フ《棚田》2000年　稲作の情景を詠んだテキストと、対岸の棚田に農作業する
人々の彫刻を配置した、詩と風景と彫刻が融合した作品。　9ジミー・リャオ（幾米）
《Kiss&Goodbye》2015年　台湾のベストセラー絵本作家がJR飯山線を舞台に
制作した絵本『幸せのきっぷ』から展開した作品。　�鉢＆田島征三 絵本と木の実
の美術館　2009年～　130年の歴史に幕を下ろした真田小学校を作家田島征三
による｢空間絵本｣として再生した美術館。最後の在校生3人を主人公に、奇想天外
な物語が展開する絵本「学校は終わらない」の世界を表現している。　�須佐美彩
《考えない》2018年　��レアンドロ・エルリッヒ《Palimpsest》 2018年　建物
中央にある回廊に囲まれた大きな池は、2階から見ると建物の鏡像が複層化してい
る不思議な現象に気づく。　�カールステン・ヘラー《Rolling Cylinder,2012》

鞍掛純一＋日本大学芸術学部彫刻コース有志《脱皮
する家》2006年　述べ3千人によって、壁や床、柱など
が彫刻刀で彫られ、一棟丸ごとが作品となった。
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デジタル一眼レフカメラ入門（その5）

写真展「わたしの見つけた瞬間」vol.5

2018年9月4日㈫〜5日㈬

10月22日㈪～31日㈬
於中目黒GTギャラリー

撮った写真を削除してはいけません！
　写真を長く撮り続けていくと、撮るのも面白いし、選ぶのも楽しみの一つ
になっていきます。選ぶためには、全ての写真は消さずに保存してください。
後で見返すと、その時には気付かなかったことを失敗作からたくさん学ぶこ
とができます。

いい写真ってなんでしょうか？
　型にはまった、いわゆる仕事で使うような写真はちょっと訓練すればすぐ
に撮れるようになります。そこからいかに抜け出すか、自分らしさをどう出し
ていくかが重要です。
　人それぞれ視点や興味の対象も違いますが、楽しみつつ、自分を見つめ
直しつつ、写真を撮り続けてください。撮って保存しておけば、記録、記憶とし
て残っていきます。そして見返してみる。これをずっと続けていってください。

また来年
　一年間で今回の講座でのことをマスターして、カメラを使いこなしている
皆さんにお会いするのを楽しみにしています。

（穴吹先生の講義より）

今年で5回目となる講座は例年の鎌倉から所を変え、湯河原・熱海にて開催されました。
台風21号が猛威を振るうさなかでしたが雨の影響も少なく、講義と撮影実習、作品鑑賞と作品講評、
懇親夕食会をほぼ予定通りに行うことができました。
講師には日本大学芸術学部写真学科講師 穴吹有希先生をお迎えし、
同学科4年生の高野楓菜さん、前島二葉さん、山口頌子さんがお手伝いをしてくれました。

誌上写真展

いい写真≒直感、いい写真≒独自の視点
自分の思いのままに撮ってほしいと思います。基本の構
図より自分の直感で撮ってみてください。何気なく構え
た場所から５センチカメラの位置を下げる。いつもより
一歩近寄って撮ってみるなどの、ちょっとした工夫でい
つもの写真がより魅力的になることがあります。ご自身
の独自の視点を探してみてください。

　❶カメラを構える高さをかえてみる
　❷水面やガラスなどの反射を生かす
　❸影をとらえて、シルエットの面白さを主題にする
　❹ピントの位置を主題からずらしてみる
　❺極端に見上げたり見下ろしたりして
　　遠近感を強調する

ワンポイントアドバイス
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第6回から、日帰りセミナーとして開催して今回で3回目となります。今回もより多くのご夫婦の方に参加していただくこと

を目的として参加年齢を引下げて、「50代から考える夫婦のライフプラン」として渋谷エクセルホテル東急においてセミナー

を開催いたしました。

2018.6.23㈯

第8回

50代から考える
夫婦のライフプラン講座を開催

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
叫
ば
れ
る
今

日
、『
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
』の
著
者
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
氏
に
よ
れ
ば
、今
後
は
１
０
０

年
生
き
る
前
提
で
の
人
生
設
計
が
必
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、特
に
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ジ
と
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
理
解
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

夫
婦
単
位
を
原
則
と
し
て
、夫
婦
い
ず
れ

か
が
49
歳
か
ら
63
歳
ま
で
の
方
々
８
組
、14

名
が
参
加
し
ま
し
た
。初
め
は
緊
張
し
て
い

た
参
加
者
も
講
師
の
方
々
の
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
の
講
義
に
、次
第
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。内
容
は
、定
年
後

の
お
金
の
計
算
を
基
に
専
門
の
講
師
の
指

導
を
受
け
て
夫
婦
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作

成
に
取
り
組
み
、定
年
後
の
生
活
設
計
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

講
師
は
、㈱
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
研
究
所
代
表

の
井
上
国
春
氏
ら
２
名
で
す
。は
じ
め
に
同

社
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
井
上

講
師
に
よ
る
基
調
講
演「
働
き
ざ
か
り
を
い

き
い
き
と
」と
題
し
て
、生
き
が
い
に
関
わ

る
４
つ
の
心
配
事
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。次
に
大
橋
講
師
が「
年
金
に
関
す

る
基
礎
知
識
」に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、60
歳
～
80
歳
ま
で
の
20
年
間

の
長
期
家
計
プ
ラ
ン
作
成
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
後
は
、「
１
０
０
歳
人
生
を
目

指
し
て
」と
題
し
て
、「
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
」

と「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、わ
が
家
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
し
て
、夫
婦
で
一
枚
、生
活

の
長
期
計
画
を
相
談
し
合
い
な
が
ら
策
定

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
を
基
に
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン「
知
恵
の
交
換
会
」と
題
し
て
、２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
参
加
者
全
員
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
長
期
家
計
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
自

由
に
討
議
を
行
い
、お
互
い
の
情
報
共
有
化

を
行
い
ま
し
た
。他
の
方
の
考
え
方
を
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
、参
考
に
な
る
部
分
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
経
て
、参
加
者

に
は「
健
康
・
お
金
・
時
間
・
生
き
が
い
」な

ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、豊
か
な
老
後
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
事
前
準
備
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。作
成

し
た
プ
ラ
ン
も
年
に
１
回
見
直
し
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
す
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
も
の
に
な
る

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。参

加
者
は
、事
前
準
備
も
含
め
て
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
受
講
さ
れ
て
い
る

の
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。ま
た
、参
加
者

か
ら
は「
講
師
の
先
生
方
の
説
明
が
大
変
に

分
か
り
や
す
く
良
か
っ
た
」、「
勉
強
に
な
っ

た
」と
い
う
多
数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
い

た
だ
き
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

豊
か
な
老
後
に

必
要
な
事
前
準
備

基調講演をされる
井上講師

「年金に関する基礎知識」を
解説される大橋講師

グループ討議
「知恵の交換会」

熱心に講義を受ける参加者

7
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　当財団では、成績優秀であるにもかかわらず、残念なが
ら経済的に恵まれていない学生に、学習の機会を与え、日
本との友好関係を築く礎になれば、との想いから外国人
奨学生制度を行っています。1999年中国天津の南開大学
から始まったこの制度は、現在では中国の広州、ベトナム
のハノイ、インドネシアのソロ、フィリピンのミンダナオに
展開しています。
　4月26日に行われた天津大学での授与式では、学工部副
部長 馬徳 先生、学工部 劉東先生ご出席のもと10名の奨
学生へ。また南開大学では経済学院党委副書記・副院長 
高琪先生、党委学生工作部 高世哲先生ご出席のもと奨学
生10名に向けて、天津スタンレー有限公司の藤井雅之総
経理を通じ、証書を手渡しました。奨学生たちはそれぞれ
奨学生になったよろこびと今後の抱負を熱く語りました。
　また、8月24日インドネシアPOLINES大学入学式当日に
行われた授与式では、インドネシアスタンレーの小川社長
挨拶のあと、20名の奨学生一人ひとりへ証書が手渡され、
出席した多くの学生から温かい拍手が送られました。

　当財団では、公益財団法人 日本生産性本部
が主催する洋上研修「生産性の船」に勤労者を
派遣し、その派遣費用を助成しています。7月14
日㈯～ 22日㈰までの9日間の研修を終えた5名
による「成果報告会」を、8月3日㈮財団ホール
で開催しました。参加者はそれぞれ、研修で学
んだことや意識の変化、今後の仕事への意気込
みなどを熱く語りました。この研修がこれから
の人生に活かされることでしょう。

外国人奨学生奨学金授与式

抱負を語る天津大学奨学生のみなさん

POLINES大学奨学生のみなさん小川社長から証書を授与される奨学生

南開大学奨学生と関係者のみなさん

関係者と学生のみなさん

左から叶麻里（北野財団）、松本俊史さん（目黒
区役所）、小宮山マージッドさん（笛吹市役所）、石
切山達也さん（南部化成）、菅谷勝己さん（長田
電材工業）、市橋淳平常務理事

生産性の船1号船 成果報告会

研修の成果を発表するみなさん



89

MCL（ミンダナオ子ども図書館）日本公演

子どものためのダンス・演劇ワークショップへの協賛

MCL（ミンダナオ子ども図書館）へ支援物資を送付

　当財団が保育所の建設支援等を行っているMCL（ミンダナオ
子ども図書館）の若者たちによる日本公演が、4月から6月にかけ
て全国各地のコミュニティーセンターや学校、教会等で行われま
した。6月1日㈮に港区立生涯学習センターで行われた公演（『平
和を作る子どもたち』：港ユネスコ協会主催）では、当財団の奨学

生3名を含む9名の若者たちとスタッフが、この日のために一生懸
命練習したミンダナオの伝統的な歌と踊りを披露しました。ま
た、この公演の模様はテレビでも紹介され大きな反響を呼びまし
た。当財団はこれからもMCLへの支援を続けていきます。

　当財団では、公益財団法人 目黒区芸術文化振興財団が行っ
ている、子どものための「ダンスワークショップ」「演劇ワーク
ショップ」（パレットプログラム）へ協賛しています。夏休みの数
日間、ダンスや演劇未経験の子どもたちが、振付家や演出家の指
導を受けながらみんなで楽しくからだを動かし、自分のからだで

表現するよろこびやむずかしさを学び、そして仲間たちと一緒に
「めぐろパーシモン小ホール」での発表会に挑みました。子どもた
ちは一生懸命練習したダンスや演劇を披露し、学校の授業では
味わうことのできない素晴らしい特別な時間を楽しみました。

　毎年恒例となっている、MCL（ミンダ
ナオ子ども図書館）への支援物資の寄付
も、今年で8年目となりました。みなさんか
らの善意のおかげで、衣料品やおもちゃ、
タオル、シーツ、リュックサック、運動靴な
ど、今年も多くの物資が集まりました。ク
リスマスに間に合うように子どもたちへ
贈ります。ミンダナオの子どもたちに明る
い笑い声と笑顔が溢れることでしょう。

笑顔がとても素敵な奨学生のみなさん

笑顔いっぱいの子どもたちと振付家

リズムに合わせてバンブーダンス

みんなで楽しくダンス

ミンダナオの子どもたちみなさんの想いが詰まったクリスマスプレゼント

伝統舞踊を踊る若者たち

力を合わせてからだで表現



財
団
ニ
ュ
ー
ス

　

当
財
団
で
は
、6
年
間
に
わ
た
り

フ
ォ
ー
レ「
レ
ク
イ
エ
ム
」、創
作
オ
ペ
ラ

「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」の
合
唱
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、こ
の
た
び「
北
野
財
団
混

声
合
唱
団
」と
し
て
名
称
も
新
た
に
出
発

す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
結
団
式
が
10
月

10
日
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。公
募
で
集
ま
っ
た
合
唱
団

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
約
50
名
出
席
の
も
と
、

合
唱
指
導
の
荒
牧
小
百
合
先
生
、竹
内
雅

挙
先
生
、ピ
ア
ノ
伴
奏
の
矢
野
里
奈
先
生

の
ご
紹
介
の
あ
と
、作
曲
家
で
東
京
藝
術

大
学
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
教
・
山
田
香

先
生
が「
合
唱
人
の
た
め
の
楽
典
等
」と

題
し
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。音
程
や
度

数
、音
階
、和
音
、拍
子
に
つ
い
て
お
話
さ

れ「
こ
れ
を
知
っ
て
歌
う
の
と
、知
ら
な
い

で
歌
う
の
で
は
全
然
ち
が
い
ま
す
」と
い

う
言
葉
に
、団
員
の
み
な
さ
ん
は
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱

心
に
聴
い
て
い
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は

3
月
10
日
め
ぐ

ろ
パ
ー
シ
モ
ン
小

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
も
恒
例
の
懸
賞
論
文
の
公
募
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
私
の
平
成
」で
す
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、入
賞
者
は
左
記
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
財
団
で
は
、公
益
財
団
法
人 

目
黒
区

芸
術
文
化
振
興
財
団
が
主
催
し
て
い
る

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
協
賛
し

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、目
黒
区
内
の
小

中
学
校
に
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト（
声
楽

家
、ピ
ア
ニ
ス
ト
）を
派
遣
し
、生
の
演
奏
を

観
て
・
聴
い
て
、感
じ
て
、芸
術
文
化
に
触

れ
て
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、生
徒
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
て
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
生
涯
教
育
研
究
助
成
金
の

公
募
が
行
わ
れ
、生
涯
教
育
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
す
る
多
く
の
方
々
の
中

か
ら
、研
究
助
成
金
選
考
委
員
会
に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、対
象
者
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。今
後
の
研
究
が
大

き
な
成
果
に
繋
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

堀
内
成
子	

聖
路
加
国
際
大
学 

教
授

洞
口
治
夫	
法
政
大
学 

教
授

第
40
回
懸
賞
論
文

「
私
の
平
成
」入
賞
者
が
決
定

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
協
賛

斉
本
美
津
子	

浜
松
医
科
大
学 

助
教
授

西
原
陽
子	

立
命
館
大
学 

准
教
授

戸
ヶ
里
泰
典	

放
送
大
学 

教
授

能
見
清
子	

創
価
大
学 

講
師

河
越
正
明	

日
本
大
学 

教
授

木
山
幸
子	

東
北
大
学
大
学
院 

准
教
授

バ
レ
エ
鑑
賞
初
心
者
向
け
の
講
演
会
と

東
京
バ
レ
エ
団「
ザ
・
カ
ブ
キ
」の
鑑
賞
。

日　
　

程

第
１
回　

２
０
１
８
年
12
月
８
日
㈯

　

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

講
演「
バ
レ
エ
の
楽
し
み
方
」

　

東
京
バ
レ
エ
団 

岩
永
智
博
氏

　

ダ
ン
サ
ー
２
名

第
２
回　

２
０
１
８
年
12
月
16
日
㈰

　

東
京
文
化
会
館

　

バ
レ
エ
鑑
賞　

東
京
バ
レ
エ
団

　

モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
振
付　

　
「
ザ
・
カ
ブ
キ
」

定　
　

員　

70
名

2
0
1
8
年
度 

生
涯
教
育

研
究
助
成
金
対
象
者
が
決
定

北
野
財
団
混
声
合
唱
団

結
団
式
開
催

ご
報
告

賞 作品名 氏名 居住地

1席 かけがえのない毎日 黒沢　賢一 福島県いわき市

2席
出会いと感謝 上之段　美保 香川県高松市

心の風景 宮尾　美明 愛知県愛西市

3席

転がる石 梅田　純子 新潟県三条市

女性の輝く社会 上床　華世 東京都板橋区

息子と共に前を向く 大野　里恵 愛媛県松山市

葛藤・不安から飛躍へ 西岡　奈緒子 神奈川県藤沢市

帰ってくるウルトラマン 劉　霊司馬 東京都文京区

佳作

ほどけた絆を結いなおし 大宮　さつき 千葉県柏市

行動から生まれる絆 沖野　大輔 東京都狛江市

つながる二つの震災の記憶 川﨑　雅子 兵庫県神戸市

「平成」と「社会経験」と「私」 高橋　克己 東京都大田区

平成をおもう 常盤　眞弓 愛媛県松山市

成熟国家への模索 宮本　倫好 東京都府中市

推薦
コウモリとして生きる 後藤　貴子 秋田県横手市

平成とわたし 齋藤　恒義 兵庫県加西市

お
知
ら
せ

講
演
会

舞
台
芸
術「
バ
レ
エ
」に
親
し
む

～
初
め
て
の
バ
レ
エ
鑑
賞�

「
ザ・
カ
ブ
キ
」
～
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講演する山田 香氏

目黒区立第八中学校で
演奏するみなさん

©Kiyonori Hasegawa
「ザ・カブキ」の一場面



　

早
春
の
伊
豆
を
訪
れ
、新
旧
の
ア
ー
ト
を

楽
し
み
ま
す
。訪
問
先
は
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
、

江
之
浦
測
候
所
他
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　
　

程　

２
０
１
９
年
春

講　
　

師　

沼
辺　

信
一
氏

定　
　

員　

40
名

　

日
本
１
０
０
名
城
の
ひ
と
つ
、現
存
す

る
天
守
を
は
じ
め
多
く
の
重
要
文
化
財

を
持
つ
松
山
城
、桜
の
名
所
で
あ
る
湯
築

城
跡
、草
木
と
苔
む
し
た
石
垣
が
美
し
い

海
城 

宇
和
島
城
、肱
川
の
水
面
に
姿
を

映
す
大
洲
城
を
、歴
史
研
究
家 

小
和
田

哲
男
氏
と
共
に
巡
り
ま
す
。

日　
　

程

２
０
１
９
年

３
月
28
日
㈭
～
29
日
㈮

講　
　

師

小
和
田　

哲
男
氏

定　
　

員

40
名

設立のねらい
　当財団は、スタンレー電気株式会社の創業者北野隆春の私財
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美
術
研
修（
そ
の
58
）

伊
豆
の
美
術
館
を
訪
ね
て

歴
史
研
修（
そ
の
10
）

伊
予
の
城
め
ぐ
り

こ ◦ ち ◦ ら ◦ 編 集 室

朝
晩
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。里
山
で

は
紅
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
見
頃
を
迎
え
ま
す
。清
々

し
い
青
空
と
赤
や
黄
、橙
と
い
っ
た
燃
え
る
よ

う
な
木
々
の
色
は
、誰
し
も
魅
了
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。財
団
で
は
桜
の
季
節
に

合
わ
せ
て
歴
史
研
修「
城
め
ぐ
り
」を
行
っ
て

お
り
、「
城
と
桜
」の
織
り
な
す
姿
は
、そ
れ
は

美
し
い
も
の
で
す
が
、秋
の「
城
と
紅
葉
」も
ま

た
素
晴
ら
し
く
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
姿
は

「
天
守
炎
上
」と
言
わ
れ
る
絶
景
で
す
。ま
た
、

わ
ざ
わ
ざ
遠
く
へ
行
か
な
く
て
も
、近
く
の
公

園
や
街
路
樹
に
素
敵
な
秋
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。少
し
歩
い
て
探
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

２
０
１
８
年

10
月

　

●
理
事
会

　

●
ベ
ト
ナ
ム（
国
立
農
業
大
学
）奨
学
金
授
与
式

11
月

　

●
評
議
員
会
・
理
事
会

　

●
研
究
助
成
金
授
与
式

　

●
懸
賞
論
文
入
賞
者
表
彰
式

　

●
論
文
集「
私
の
平
成
」発
刊

　

●
生
産
性
の
船
２
号
船 

成
果
報
告
会

　

●
中
国（
広
東
工
業
大
学
）奨
学
金
授
与
式

12
月

　

●
講
演
会 

舞
台
芸
術「
バ
レ
エ
」に
親
し
む

２
０
１
９
年

２
月

　

●
懸
賞
論
文
公
募

３
月

　

●
彫
刻
奨
学
生
作
品
設
置（
山
梨
県
笛
吹
市
）

　

●
北
野
財
団
混
声
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト

　

●
科
目
等
履
修
奨
学
生
・
放
送
大
学

　
　

大
学
院
修
士
全
科
奨
学
生

　
　

奨
学
金
授
与
式
お
よ
び
成
果
発
表
会

　

●
美
術
研
修（
熱
海
方
面
）

　

●
歴
史
研
修（
伊
予
の
城
め
ぐ
り
）

　

●
中
国（
南
開
大
学
・
天
津
大
学
）奨
学
金
授
与
式

４
月

　

●
研
究
助
成
金
公
募

　

●
洋
上
研
修
公
募

５
月

　

●
科
目
等
履
修
生
お
よ
び
放
送
大
学
生（
選
科
履
修
生
・ 

　
　

大
学
院
修
士
全
科
生
）奨
学
生
選
考
会

６
月

　

��

●「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
」大
学
生
奨
学
金
授
与
式

　

●
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

●
彫
刻
奨
学
生
奨
学
金
授
与
式

　

●
講
演
会 

伝
統
文
化「
能
」に
親
し
む

７
月

　

�

●
懸
賞
論
文
審
査
委
員
会

　

●
研
究
助
成
金
選
考
委
員
会

　

●
伝
承
研
修

８
月

　

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（P

O
LIN

E
S

大
学
）奨
学
金
授
与
式

　

●
生
産
性
の
船
１
号
船 

成
果
報
告
会

９
月

　

●
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
入
門

　

●
美
術
研
修

　

●
ベ
ト
ナ
ム（
ズ
ン
サ
高
校
・
フ
ン
イ
ェ
ン
財
務
経
営
管
理
大
学
）

　
　

奨
学
金
授
与
式

　

�

●「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
」保
育
所
開
所
式

※�

講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

第
46
期 

主
要
行
事
の
ご
案
内
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表 紙 ギ ャ ラ リ ー

北里 柴三郎（1853 ～ 1931）

　北里柴三郎は、1853年1月に現在

の熊本県阿蘇郡小国町の庄屋の家に

生まれました。熊本医学校（現熊本大

学医学部）から東京医学校（現東京大

学医学部）へ進学し、「医者の使命は病

気を予防することにある」と予防医学を

生涯の仕事とすることを決意します。卒

業後、内務省衛生局へ入局し、ドイツベ

ルリン大学へ留学。病原微生物学研

究の第一人者コッホに師事し研究に励

みました。1889年、世界で初めて破傷

風菌の純粋培養に成功し、翌年には

破傷風菌抗毒素を発見。さらに世界で

初めて血清療法を確立しました。その

血清療法をジフテリアに応用し、同僚

のベーリングと共に論文を発表。これ

らの功績により研究者としての名声を

博します。帰国後、福澤諭吉の援助に

より私立伝染病研究所（現東京大学

医科学研究所）を設立。初代所長とな

り伝染病予防と細菌学の研究に取り

組みます。1894年にはペストが蔓延し

ていた香港に、政府より派遣され、病原

菌であるペスト菌を発見するという業

績を上げました。1914年、伝染病研究

所が内務省から文部省に移管されたた

め、所長を辞任し、私費で私立北里研

究所（北里大学の前身）を設立。狂犬

病、インフルエンザ、赤痢、発疹チフスな

どの血清開発に取り組みました。福沢

諭吉没後、その恩義に報いるため慶應

義塾大学医学部を創設し医学部長､

附属病院長となり、生涯無給で慶応義

塾大学医学部のために尽力しました。

1923年には日本医師会を設立し、初

代会長として運営にあたりました。

写真提供：学校法人 北里研究所

江之浦測候所宇和島城



—

鞍
掛
先
生
が
彫
刻
の
道
に
進
ん
だ
経
緯

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
の
父
は
画
家
で
、生
計
を
立
て
る
た
め
に

学
校
の
先
生
も
し
て
い
ま
し
た
。「
自
分
で
責

任
を
取
れ
な
い
こ
と
は
す
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
考
え
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
な
ら
個
人
競
技

を
し
な
さ
い
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
な
る
な
、

な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。私
は
集
団
で
行
動
す

る
の
が
好
き
で
し
た
の
で
違
和
感
が
あ
り
ま

し
た
が
、父
に
は
よ
く
美
術
館
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、芸
術
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。大
学
へ
進
む
時
は
、プ
ロ

と
し
て
続
け
て
い
く
と
い
う
条
件
を
与
え
ら

れ
、日
大
に
進
学
。そ
の
後
、北
野
生
涯
教
育
振

興
会
の「
彫
刻
奨
学
生
奨
学
金
」の
１
９
９
０

年
度
奨
学
生
に
な
り
ま
す
。

　

彫
刻
の
道
を
決
定
づ
け
た
の
は
、当
時
日
大

の
教
授
だ
っ
た
土
谷
武
先
生
の
作
品「
歩
く

鉄
」に
心
を
打
た
れ
た
こ
と
で
す
。何
枚
も
重

な
っ
た
鉄
板
が
文
字
通
り
歩
い
て
い
る
よ
う

な
、抽
象
的
な
が
ら
引
き
込
ま
れ
る
作
品
。私

は
先
生
の
レ
ベ
ル
に
少
し
で
も
近
づ
く
た
め
、

デ
ッ
サ
ン
に
一
日
中
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

—
制
作
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
か
？

　

自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
３
年
生
か
ら
で
す
。し
か
し
当
時

の
私
は「
独
自
性
」よ
り「
普
遍
性
」を
追
求
し

て
い
ま
し
た
。
土
谷
先
生
に
追
い
つ
く
た
め

に
、ま
ず
あ
ら
ゆ
る
素
材
の
使
い
方
、彫
刻
の

技
術
と
い
っ
た
全
般
的
な
基
礎
を
マ
ス
タ
ー

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
。ま
た
、４
年
生
か
ら
研
究
２
年
ま
で
の
３

年
間
、日
大
元
教
授
で
彫
刻
家
の
柳
原
義
達
先

生
の
ご
自
宅
に
お
手
伝
い
と
し
て
下
宿
。戦
後

の
具
象
彫
刻
を
代
表
す
る
柳
原
先
生
か
ら
も

多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、猛
勉
強
す
る
毎
日
で

し
た
。

　
「
も
っ
と
自
由
に
や
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」。そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、柳

原
先
生
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
同
行
し
て
か

ら
で
す
。日
本
に
と
っ
て
彫
刻
の
輸
入
元
で
あ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、言
わ
ば
彫
刻
の
故
郷
。そ

の
素
朴
で
大
ら
か
な
空
気
に
触
れ
た
こ
と
で
、

少
し
楽
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
も
日
大
に
勤
め
る
傍
ら
で
制
作
を

続
け
、２
０
０
６
年
、新
潟
県
で
３
年
に
一
度

開
催
さ
れ
る「
大
地
の
芸
術
祭
」で「
脱
皮
す
る

家
」を
発
表
。多
く
の
日
大
生
有
志
と
汗
を
流

し
て
制
作
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
通
し
て
、芸

術
は
肩
肘
張
っ
て
向
き
合
わ
な
く
て
い
い
、ご

飯
を
美
味
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に
素
直
に
楽

し
め
ば
い
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

—

現
在
は
学
生
を
指
導
す
る
立
場
で
す
が
、

教
え
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

芸
術
に
の
び
の
び
と
取
り
組
む
の
は
小
学
生

ま
で
で
、多
く
の
人
は
中
学
高
校
の
間
に
何
ら

か
の
制
約
に
縛
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
、作
品
を
通
し
て
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
は

そ
れ
な
り
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。大
学
が
そ
の
重
要
な
場
で
あ
る
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
私
は
、芸
術
は

生
活
に
根
ざ
し
た
も
の
で
、も
っ
と
や
り
た
い

よ
う
に
や
っ
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
脱
皮
す
る
家
」や
、同
じ
く「
大
地
の
芸
術

祭
」で
発
表
し
た「
は
な
し
る
べ
」は
、実
は
彫
刻

な
の
か
何
な
の
か
わ
か
ら
な
い
作
品
で
す
。し

か
し
私
は
、そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。普

段
の
暮
ら
し
を
よ
り
心
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
、芸
術
は
あ
り
ま
す
。学
生
た

ち
に
は
そ
う
し
た
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

—

今
後
の
制
作
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、日
本
の
地
域
社
会
の

風
景
は
当
た
り
前
の
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。そ
の
よ
う
な
認
識
を
持
ち
な
が
ら
、「
大
地

の
芸
術
祭
」を
通
し
た
越
後
妻
有
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。特
に
今
後
は
、地

域
の
自
然
や
生
態
系
を
守
る
こ
と
も
視
野
に
い

れ
て
制
作
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、地
元
住
民
の
方
々
と
協
力

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、私
は
色
ん
な
人

と
関
わ
り
な
が
ら
物
事
に
取
り
組
む
の
が
嫌
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。や
っ
ぱ
り
、父
と
違
っ
て

個
人
競
技
向
き
で
は
な
い
ん
で
す
ね（
笑
）。 

　

自
然
と
、そ
こ
に
住
む
人
々
も
幸
せ
に
な
れ

る
未
来
を
、作
品
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

鞍
掛
先
生
は
、と
て
も
気
さ
く
で
お
話
好
き

な
方
で
す
。「
芸
術
は
、ご
飯
を
美
味
し
い
と
感

じ
る
よ
う
に
素
直
に
楽
し
め
ば
い
い
」と
の
お

考
え
に
は
、先
生
の
人
柄
が
そ
の
ま
ま
表
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。学
生
の
皆
さ
ん
や
越
後
妻

有
の
方
々
と
も
、そ
の
明
る
さ
で
楽
し
く
制
作

を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。次
回

の「
大
地
の
芸
術
祭
」が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

当
財
団
の
彫
刻
奨
学
生
だ
っ
た
鞍
掛
先
生
は
、大
学
で
彫
刻
を
教
え
る
傍
ら
、

新
潟
県
の「
越
後
妻
有 

大
地
の
芸
術
祭
」に
も
参
加
す
る
な
ど
、多
彩
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

制
作
に
か
け
る
思
い
と
、芸
術
に
向
き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

芸
術
は
、生
活
を
よ
り

心
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
あ
る

2006年発表の「脱皮する家」

「大地の芸術祭2018」で
「奴奈川キャンパス」内に
設置された「はなしるべ」

プロフィール・インタビュー
日本大学 芸術学部
教授

鞍掛 純一さん
JUNICHI  KURAK AKE


